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この青い地球で、これからも生きていく。



環　境　経　営　方　針

◇基本理念◇

　　　　　  株式会社 科学技術開発センターは、『お客様に喜ばれ、地域に貢献をし、社員

　　　　一人一人が豊かになる会社をめざす為に継続的に改善を行う』に基づき、事業活動

         における環境への影響を減らす事はもとより、社員一人一人が環境保全について意

　　　　識を高め、お客様・地域社会に貢献するために努力します。　　

◇基本方針◇

1.　当社の事業活動に関係する、環境関連法規を厳守します。

2.　二酸化炭素排出量削減のため、継続的な改善に努めます。

3.　資源の再利用・廃棄物の削減を推進し、廃棄物排出量の削減に努めます。

8.　環境保全に積極的に取組むために、社員全員に環境経営方針を周知し、

4.　節水活動を周知徹底し、排水量・水使用量を削減します。

5.　化学物質及び薬品の管理・取扱いをしっかり行い、適正な管理をします。

6.　幅広い分野で発生するお客様の「お困り事」にお応えし、長年培ってきたノウハウ

　　環境教育等を行い環境の保全について意識向上を図る。

制定日：平成30年8月30日

株式会社 科学技術開発センター

代表取締役社長

若林　恒雄

　　と最先端機器を駆使し、高品質な総合コンサルタントを御提案致します。

7.　顧客をはじめとし、地域社会にも環境保全において貢献できるように、

　　積極的に環境活動をし、関連する情報等も提供していきます。



様式：6-01（6.実施体制図及び役割・責任・権限） 作成日：2021/5/25

全社員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・特定された項目の手順書及び運用管理
・各部門の特定された緊急事態への対応の為の手順書作成
・各部門の問題点の発見・是正・予防処置の実施

・各部門における環境経営方針の周知
・各部門の社員に対する教育訓練の実施及び記録の作成
・各部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連の外部コミニュケーションの窓口
・環境経営レポートの作成・公開(事務所に備付けと地域事務局への送付)

部門責任者 ・各部門における環境経営システムの実施

・環境経営活動の実績集計
・環境関連法規等の取りまとめ表の作成
・環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境事務局 ・管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標・環境経営活動計画書原案を確認

・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認
・環境経営活動の取り組み結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境経営レポートの承認
管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営方針の策定・見直し及び全社員へ周知
・環境経営目標・環境経営活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

代表者(社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人員・設備・費用・時間・技能・技術者の準備
・管理責任者を任命

環境管理事務局

総務部 営業部 技術部

全社員

役割・責任・権限

株式会社 科学技術開発センター　実施体制図及び役割・責任・権限表

代表取締役社長
若林恒雄

環境管理責任者
代表取締役専務

和田貴幸



様式:5-01(環境経営目標設定書) 作成日:2022年11月10日

二酸化炭素排出量削減

(㎏-CO2)

廃棄物排出量削減

目標達成手段

　年　度　毎　の　目　標　・　達　成　手　段
第40期（2022.10～2023.9） 第41期（2023.10～2024.9）

・自動販売機のごみの分別も
　しっかり行う。

 ・KGKレポートシステムの活用
 によるプリントの削減

 ・紙類の資源化を再度徹底 ・全社員が参加して活動す ・全社員が参加して活動す
 していく。  るように、周知を行っていく。  るように、周知を行っていく。

第42期（2024.10～2025.9）
 ・分別を徹底し、廃棄物全体 ・前期の状況を確認し、 ・前期の状況を確認し、
 の量を減らす。   引き続き監視をおこなう。   引き続き監視をおこなう。

環境経営
目標項目

一般廃棄物の管理

責任部門 　営業部　企画営業課
実施責任者 　小笠原

※電気の二酸化炭素排出量の算出は、平成19年度の電気事業者別二酸化炭素排出係数中部電力㈱：0.470(㎏-CO2/kWh)を使用

環境経営方針：

・社用車のエコカー・低燃費車
  の導入

・営業の顧客担当者の一部 ・全社員が参加して活動す ・全社員が参加して活動す
　変更による行動の効率化  るように、周知を行っていく。  るように、周知を行っていく。

・労働時間（残業）を減らして  を検討し、活動内容を随時  を検討し、活動内容を随時
　電気使用量の削減に努める。 改善していく  改善していく

3.41以下 3.41以下 3.41以下

目標達成手段

・電気、ガソリン、軽油、灯油、 ・前期の状況を確認し、目 ・前期の状況を確認し、目
  ＬＰＧの利用のムダを無くす  標値及び達成手段の策定  標値及び達成手段の策定

〈第39期〉 二酸化炭素総排出量原単位 3.41 二酸化炭素排出原単位＝二酸化炭素総排出量/売上高(万円)

－目標値－
基準年度の

二酸化炭素総
排出量原単位

以下

　年　度　毎　の　目　標　・　達　成　手　段
第40期（2022.10～2023.9） 第41期（2023.10～2024.9） 第42期（2024.10～2025.9）

二酸化炭素総排出量原単位

責任部門 　技術部　環境計測課　測量係
実施責任者 　小野沢
基準年度値 二酸化炭素総排出量 141,470

5-1.環境経営目標設定書

環境経営方針：

環境経営
目標項目

二酸化炭素総排出量原単位の低減



排水量削減

化学物質削減

　を行い、過剰発注の防止・
　使用状況の把握を行う。

　努め、削減につなげる。  るように、周知を行っていく。  るように、周知を行っていく。
 ・定期的に薬品の在庫確認

・前期の状況を確認し、 ・前期の状況を確認し、
　測定のやり直しをなくすこと   引き続き監視をおこなう。   引き続き監視をおこなう。
　により必要最低限の使用に ・全社員が参加して活動す ・全社員が参加して活動す

責任部門 　技術部　環境分析課
実施責任者 　堀

目標達成手段

　年　度　毎　の　目　標　・　達　成　手　段
第40期（2022.10～2023.9） 第41期（2023.10～2024.9） 第42期（2024.10～2025.9）
 ・適切な使用管理を徹底し、

環境経営方針：

環境経営
目標項目

化学物質の削減

目標達成手段

　年　度　毎　の　目　標　・　達　成　手　段
第40期（2022.10～2023.9）

　注意を促す（朝礼時）

 を策定していく。
・定期的に節水についての

 を確立させて課毎に実施 ・全社員が参加して活動す ・全社員が参加して活動す
 していける環境活動計画  るように、周知を行っていく。  るように、周知を行っていく。

第41期（2023.10～2024.9） 第42期（2024.10～2025.9）
 ・前期までに教育・周知 ・前期の状況を確認し、 ・前期の状況を確認し、
 徹底してきたことで、基盤   引き続き監視をおこなう。   引き続き監視をおこなう。

環境経営
目標項目

水道水の管理

責任部門 　技術部　環境分析課
実施責任者 　堀

環境経営方針：



高品質な総合コンサルタントを御提案・環境の保全について意識向上を図る

・ＨＰの改善
・KGKレポートシステムの活用

　導入成果を上げる。
（自動BOD計、ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ
GC-MS、自動洗浄機）
・RoHS指令対応商品の購入を
 を心掛ける
・社内環境イベントの実施

　の向上の為、各種講習会を  るように、周知を行っていく。  るように、周知を行っていく。
　受ける（ｵﾝﾗｲﾝ等）様にする。

・自動分析計の

 成手段の変更が必要となる
　ある商品を提供する)  場合は検討をしていく。  場合は検討をしていく。
・担当者の技術向上、力量 ・全社員が参加して活動す ・全社員が参加して活動す

目標達成手段

　年　度　毎　の　目　標　・　達　成　手　段
第40期（2022.10～2023.9） 第41期（2023.10～2024.9） 第42期（2024.10～2025.9）
・高い精度のアピール  ・前期の状況を見直し目標達  ・前期の状況を見直し目標達
　（技術部との連携で、価値の  成手段の変更が必要となる

環境経営
目標項目

生産性向上の為の改善

責任部門 　総務部　総務課
実施責任者 　畔上

環境経営方針：



（7）　事業年度

　　　  10月 ～  9月

　　　　地下タンク及び地下埋設配管定期点検　認定20002号

　　　　温泉法に基づく分析機関登録　　　長野県第3号

（6）　事業規模

　　　　　　従業員数　　 ：　29人　　　　　　　　　　　 　資本金　：　20,000,000円

　　　　　　延べ床面積　：　735.13㎡　　　　　　　　　　設立日　：　1984年 2月 3日

　　　  計量証明事業登録：長野環境第61号（振動加速度レベル）

　　　　ＩＳＯ/ＩＥＣ　17025：2005（食品検体中の放射性核種濃度測定）試験所認定　認定番号73272

　　　　作業環境測定（鉱物性粉じん・特定化学物質・金属類・有機溶剤関係・騒音等）

　　　　厚生労働大臣登録　水道水水質検査機関　第97号

　　　　建築物飲料水水質検査業登録　長野59水第8号

　　　　建築物空気環境測定業登録　長野県61空第18号

　　土壌汚染調査

　　公共測量に伴う測量業務全般（基準点測量・GPS測量・TS地形測量・その他の測量）

（5）　事業に係わる認定・登録

　　　　ＩＳＯ 9001 （環境調査・分析及びコンサルティング業務の提供）登録機関　認定番号22305

 　　　 計量証明事業登録：長野環境第31号（濃度）

 　　　 計量証明事業登録：長野環境第50号（騒音レベル）

　　グリーン調達関連分析

　　建物診断（住宅機能診断）

　　各種地下埋設タンク及び地下埋設配管漏洩検査

　　ゴルフ場農薬調査

　　温泉法に基づく分析

　　環境影響調査

　　環境計量証明（水質分析・大気調査・土壌分析・悪臭調査・騒音調査・振動調査）

　　放射能関係調査分析

　　産業廃棄物判定試験

    作業環境測定（鉱物性粉じん・特定化学物質・金属類・有機溶剤関係・騒音等）

　　水道水に係わる水質分析及び調査

　　ビル管理環境分析（水道水分析・室内空気環境測定）

　　　　連絡先　　TEL　026-263-2010

　　　　　　 　　　　FAX　026-263-2012　　　

　　　　　　　　　　E-mail　kgk＠avis.ne.jp

（4）　業務内容

　・環境調査、分析及びコンサルティング業務の提供

　　《業務内容の詳細》

　　　　長野県長野市大字北長池字南長池境2058-3

（3）　環境保全関係の責任者及び連絡先

　　　　環境管理責任者　　　　　　 和田貴幸

　　　　環境管理事務局担当者　　堀克久

1.取組の対象組織・活動

（1）　認証・登録の対象事業所名及び代表者名

　　　　株式会社　科学技術開発センター

　　　　　　　代表取締役社長　若林恒雄

（2）　所在地

認証番号0009519



様式：5-01(環境経営活動計画書) 作成日:2023年10月24日

〇エネルギー別二酸化炭素排出量

※二酸化炭素排出原単位＝二酸化炭素総排出量/売上高(万円)

定期的にタイヤの空気圧・エンジンオイル・エレメント等の交換を行う。 朝礼での声掛けは、引き続き継続して車両を使用する社員にCO2排出削減

無駄な動きを無くし、余裕をもって行動することにより使用料の削減と の意識を高めてもらう。

業務時間の削減に努める。 昼間、社内の明かりは仕事に支障がなければできるだけ自然光で賄う。

エコドライブへの心掛けや、業務ルートの効率を部署内で話し合い、目標値

に近づける。

待ち合わせや荷物の積み下ろしなどによる駐停車の際は、アイドリングはやめる。

運ぶ必要のない荷物は車からおろす様にする。

電気、灯油についてもノー残業の効果も期待出てきてるので、今後回数を増やすことにより効果

改善が見られた。 が期待できる。

総
　
合

エコカ－への移行で二酸化炭素削減の効果が出ている。 朝礼での声掛けは、車両使用する社員が欠席気味の為伝わっているのか不明、各部署の

タイヤ空気圧、エレメント、オイル交換は個々に管理しているので効果が不明、今後個別会議等で係はその他の目標等も周知する。

エコタイヤの導入で、より一層の削減が期待できる。 ハイブリット車導入により、化石燃料の節減が見られた。

化石燃料等節約は周知徹底の効果があり、ノー残業dayの回数を増やすことにより

　

達成状況・是正策（実施責任者） 評価・指示（環境管理責任者・代表者）

上
半
期

毎週の朝礼での、声掛けをしているため社員の取り組みへの意識は高まっている。

昨年に続き、エコカーへ移行してるため、効果は出ている。

141,470 3.41

40期 69,709 46,283 17,252 3,357 707 137,308 3.11

39期 75,846 43,345 17,606 3,912 761

139,500 3.59

38期 72,271 44,126 17,873 3,436 711 138,418 3.43

37期 70,142 46,431 19,212 3,005 709

146,747 3.90

36期 72,679 48,098 19,360 4,522 918 145,576 3.51

35期 70,380 51,240 19,629 3,989 1,510

34期 66,471 54,464 19,961 3,850 1,957 146,703 4.11

152,945 4.52

33期 67,118 52,973 20,037 3,571 1,009 144,708 4.08

32期 68,532 54,805 21,945 5,442 2,221

二酸化炭素総排出量
(kg-CO2)

二酸化炭素総排出量原単位 

31期 71,177 56,293 23,714 3,653 2,480 157,317 4.23

評　　価 〇 〇 〇

期 電気 ガソリン 軽油 灯油 LPG

二酸化炭素総排出量
(kg-CO2)

67,702 69,606 137,308

二酸化炭素排出原単位 3.08 3.14 3.11

　 灯油・LPGの合計 　　《技術部　環境計測課　測量係》　小野澤

40期 上半期合計 下半期合計 合計

　・労働時間（残業）を減らして電気使用量の削減に努める。

  ・社用車のエコカー・低燃費車の導入

※二酸化炭素総排出量とは電気･ガソリン・軽油・   ・積載荷重は適切にし、見合った空気圧にする。

※二酸化炭素排出原単位 　具体的な行動内容

   ＝二酸化炭素総排出量/売上高(万円) 　・各電気製品の新旧の確認をし、低出力で済むものは変更可能か検討する。

●二酸化炭素総排出量原単位の低減 　　・空調温度の適正化（冷房：28℃　　暖房：22℃）

　　・電力削減の為の取り組み方について、環境活動計画の決定事項等達成手段の周知徹底

　目標：基準年（39期）の原単位（3.41）以下      ・業務時間の削減に努める。

5-2.環境経営目標及び環境経営活動計画書   第40期（2022.10.1～2023.9.30）

環境経営方針：二酸化炭素排出量削減 ※電気については、平成19年度の電気事業者別二酸化炭素排出係数中部電力㈱：0.470(㎏-CO2/kWh)を使用

環　境　経　営　目　標 環　境　経　営　目　標　の　達　成　手　段
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廃棄物排出量削減

排水量削減

総
　
合

分析の集約化により通年の購入量を削減できた。 ・分析方法で使用量が決まっているため、大きな削減は期待できないが、その中でも
  使用量を削減する方法の検討を行っていく。
・適正在庫を維持する。

上
半
期

39期購入の在庫使用により使用量を抑えることができた。 ・引き続き使用量を削減する取り組みを行っていく。
分析を集約し使用量の削減できた。 ・価格の動向に注意した上で、在庫管理を行っていく。

基準年度　月別使用量　㎏ 18 12 30

定期的な確認・評価・是正
達成状況・是正策（実施責任者） 評価・指示（環境管理責任者・代表者）

上半期合計 下半期合計 累計

40期　月別使用量　　　㎏ 6 12 18

実施責任者
　　《技術部　環境分析課》　堀

　　  監視を行う 　　・適切な使用管理を徹底する
　　・試薬の在庫管理を通して適切な使用を心掛ける
　　・PRTR制度対象物質：アセトニトリル

環境経営方針：化学物質削減

環　境　経　営　目　標 環　境　経　営　目　標　の　達　成　手　段
化学物質の削減
　　・基準量を前期使用量として 　　・測定のやり直しをなくし、使用量を必要最低限にする

総
　
合

下半期において基準年度を下回った。 ・業務が増える中で削減できたことは非常に良い。     
何に起因したか分からないが、累計ではわずかではあるが目標達成できた。・どのような取り組みが良かったのか把握し、今後も排水量の削減を期待する。

定期的な確認・評価・是正
達成状況・是正策（実施責任者） 評価・指示（環境管理責任者・代表者）

上
半
期

昨年の同期とほぼ同じ使用量であった。 ・器具洗浄時に流す水の量を再度見直す。
検体数が増えたことを考慮すると、使用量は削減できている。 ・自動洗浄機において効率の良く使用し、さらなる使用量削減を目指す。

基準年度使用量 　　 　　　㎥ 491 517 1,008

上半期合計 下半期合計 累計
40期　月別使用量　　　　　㎥ 496 482 978

実施責任者

　　《技術部　環境分析課》　堀

　　  監視を行う 　　・冷却水を再利用し器具洗浄水として利用する

　　・トイレ、洗面所、給湯室の節水

　　・定期的に節水についての注意を促す（朝礼時）

環境経営方針：

環　境　経　営　目　標 環　境　経　営　目　標　の　達　成　手　段

水道水の削減

　　・基準量を前期使用量として 　　・器具の洗浄等の時は、まめに水道を止める

総
　
合

・下半期の数値が40期は大分少ない数値を出すことができた。 ・累計の数値が基準年度の数値を下回っており達成できた。40期は気密書類があったの

で数値が高くなっているが、可燃ごみの数値は確実に減少している。
・再使用及びリサイクルに意識を向け、紙媒体でのやり取りも少なくなるといいかと。

※空白については、ゴミの排出がない月となります。

定期的な確認・評価・是正
達成状況・是正策（実施責任者） 評価・指示（環境管理責任者・代表者）

上
半
期

・朝礼での声掛けとデータの見える化により社員の意識は高まっています。 ・合計としては昨年より多くなっているが、可燃ごみだけを見ると大分削減できている。

・裏紙や再生紙の使用が習慣化してきている。

（可燃ごみ+機密書類）　㎏ 1,489 1,089 2,578

（可燃ごみ+機密書類）　㎏ 1,525 1,004 2,529

基準年度
月別排出量

（㎏）

可燃ごみ 1,489 1,322 2,811

機密書類

40期
月別排出量

（㎏）

可燃ごみ 1,225 1,004 2,229

機密書類 300 300

実施責任者

　　《営業部　企画営業課》　小笠原

上半期合計 下半期合計 累計

　　・再使用及びリサイクルしやすい製品を、優先的に購入・使用する

　　  監視を行う 　　・自動販売機のごみの分別もしっかり行う

　　・紙類は廃棄物として出さず、循環資源・裏紙で再利用できる紙・機密書類とし分別する。

　　・コピー機のミスプリント防止及び、業務効率化を兼ねKGKレポートシステムの活用によるプリントの削減。

環境経営方針：

環　境　経　営　目　標 環　境　経　営　目　標　の　達　成　手　段

一般廃棄物の削減

　　・基準量を前期使用量として 　　・可燃ごみ、不燃ごみ、プラスチックの分別をしっかり行う



高品質な総合コンサルタントを御提案・環境の保全について意識向上を図る

・長年培ってきたノウハウと最先端機器を駆使し
　高品質な総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄを御提案する

　・環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　  環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

水質汚濁防止法

フロン排出抑制法

外部からの苦情等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　若林　恒雄

今後は車両入替時により燃費の良い車両を選択することでガソリン・軽油をを削減できると考えます。

売上が上がる中で排水量が削減できたことは良かった。何に起因するか特定はできなかったが、今後は更なる削減に期待したい。

電気については、業務の集約化による影響、残業時間の削減により電気使用量が下がったと考えられえます。

ガソリン・軽油の合計で見ると若干増加にあります。営業担当の見直し等を行ったが大きな改善は見られませんでした。削減ができ

れば良いが、営業活動において必ず発生するものであり、仕方ないところであります。

41期も引き続き、社員の意識向上、積極的な活動を行うことにより、環境負荷がより小さくなるように努力していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和6年1月16 日

3.41と比較して大幅な削減ができました。

エネルギー価格の高騰の世の中で、エネルギーの使用量の削減は経費削減に直接つながるため、40期は非常に良い活動が行え

たと考えます。

内訳をみると、例年増加傾向にあった電気、灯油、LPGでの削減が大きくなっています。

温暖化による影響もありますが、39期に行った技術センターの屋根の二重化工事が大きく寄与していると考えます。この工事によって、

技術センターの灯油の使用量は大幅に削減できました。

　第40期9月現在はすべて遵守されています

　第40期9月現在はすべて遵守されています

　第40期9月までありません

代表者による全体取組状況の評価及び見直しの結果

40期の上記項目において、通年において微減の項目もあるが基準年度を下回る結果となりました。

   特に二酸化炭素総排出量は137,308㎏-CO2、原単位で3.11であり、39期の二酸化炭素総排出量141,470㎏-CO2、原単位で

部の枠を超えて、複数人体制で作業が出来る様になれば、作業効率も上がり、
会社のHP、PRイベント等を活用して会社の業務内容等をアピールする様にする。 生産性の向上にも繋がる。

総
　
合

石綿調査資格者増員が出来たのは良かった。 業務の効率化が進んだのは良かった。
社内環境イベント（社外清掃）を実施出来た。 HPで最新のお客様に有益な情報を発信する様にする。
HPを改善し、業務内容を広く知って貰えるツールの1つとして活用出来た。 社内環境イベントも引き続き行って行く。

定期的な確認・評価・是正
達成状況・是正策（実施責任者） 評価・指示（環境管理責任者・代表者）

上
半
期

コロナも少し落ち着き、講習会に参加する回数も増えました。 色々な講習会に積極的に参加出来たのは良かった。講習会には積極的に参加していく。

生産性の向上を目指し、個人の知識力を上げて複数人体制で仕事が出来る 引き続き、近年購入した機器等を上手く活用し、個人の知識力を高め、
様にしていく。

・環境適正製品の購入を心掛ける
・社内環境イベントの実施 実施責任者
・ＨＰの改善 《総務部　総務課》　畔上

　　  会社周辺の清掃を年２回実施　4月、9月（会社周辺のゴミ拾い、草取り、自販機のゴミの整頓等）
　　・HPでお客様に有益な情報を発信していく

・社員の知識力を上げる事により 　　・KGKレポートシステムの活用
　他社との差別化によるシェアの拡大

・SDGsの登録・TOC計の増設・休日の増加 　　・近年に新規導入した機器の導入成果を上げる（ICP-MS、オートクレーブ、自動BOD計等）
・HPの改善をしてスマートフォンでも観覧可能 　　・RoHS指令対応商品の購入を心掛ける

    第40期目標 　　・社内環境イベントとして、

環境経営方針：

環　境　経　営　目　標 環　境　経　営　目　標　の　達　成　手　段
生産性向上の為の改善 　　・高い精度のアピール（技術部との連携で、価値のある商品を提供する)
　　基準年度（第39期）実績 　　・担当者の技術向上、力量の向上の為、各種講習会（ｺﾛﾅ禍なのでリモート等）に出席する。



環境目標の達成への取り組みについて

－"地球の奇跡"をいつまでも守り続けるために－

●社内環境イベントとして、会社周辺の清掃活動を実施した。(4月、9月に実施)
●マスクフィッティングテスターの導入
●水道凍結防止ヒーターの巻替

★マスクフィッティングテスターの導入

★会社周辺の清掃活動（4月）

★水道凍結防止ヒーターの巻替


